
早期胃がんに対する内視鏡治療の実際
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■ 病変をまず詳細に観察します。 ■ 病変の周りにマーキングをします。 ■ ブルーの色素を混ぜたゼリー状の
    液体をマーキングの外側に局注を
    行います。

■ 全周切開を完了しました。■ 切開デバイス（IT ナイフ２）で
    全周切開を行います。

■ 全周に局注液が入った状態です。

■ 全周切開後は剥離をすすめ、
    出血時には止血を行います。

■ さらに剥離を進め ■ 一括切除を完了しました。
    このようにして病変を内視鏡的に
    切除します。


